
学習記録の可視化による教師の指導改善の取り組み

■研究の目的と枠組み

■見えてきた成果

■本実践で取り組んだ内容

１）取り組みのサイクル （中2数学：一週間）

タブレット教材を活用することで記録される学習記録を、
可視化することで、今までは見えていなかった学習者の学習
状況が可視化できる。それを教員に「どのようにフィード
バックすれば、指導改善に活かすことができるのか」を実践
的に見出す。

①生徒をほめる材料の発見
・一人一人の生徒の問題への取り組み方が
垣間見える⇒努力していることをほめる

「○さんは、時間かかってるけど最後まで
頑張って解いているね」

②生徒に「安心感」と「緊張感」
・結果だけでなくプロセスも見てくれている
・そこまでちゃんと見ている

■今後の課題

③教師の指導改善につながる
正答率が低い問題がなぜできていないかを分析
⇒次の授業でフォローする
例)・三角形の合同条件が混乱している。

・証明問題で、言葉では言えるが、
数式ではきちんとかけていない

●週間学習記録表のデータ生成におけるタイムラグの解消
●先生が、課題を把握しやく指導に生かせる可視化の方法の追求
●生徒が、自分の学習記録データを活用して、自分の学びを改善するための可視化の方法の追求
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２）週間学習記録表
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全体の正答率が低い！何ができていない？

Cさん,
どうした?

＜概要＞
生徒に１人１台タブレット教材を貸与し、学校および家庭で活用。生徒の学習ログデー

タから学習行動を可視化し、先生方や生徒本人にFBすることで、指導改善や学習改善につ
なげる試み。期間は2016年7月～2017年3月までの約８か月間。

※可視化されるデータ
生徒ごとの問題正誤・取り組み時間・解き直し。問題ごとの正答率

参考文献：佐藤隆博「S-P表の作成と解釈」1989年
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